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太良町議会だより148号　平成30年4月23日 （1）

30年度予算決まる

平成30年度歳入予算

平成30年度歳出予算

～子育て応援予算～～子育て応援予算～

予算総額 一般会計・・・72億2,300万円
●初日、岩島正昭町長が30年度施政方針を述べ、あわせて議案の提案理由を述べました。

（単位：百万円）

（単位：百万円）

歳入予算総額

自主財源　3,180（44.0％）

その他　299（4.1％）

7,223百万円

町税
731

（10.1％）

町債
548

（7.6％）

国庫支出金
536（7.5％）

県支出金  
435

  （6.0％）

繰入金
1,349

（18.7％）

寄附金
801

（11.1％）地方交付税
2,300（31.9％）

※自主財源は、町が自主的に得られる
　財源で、町税が代表的である。その
　他、条例等で基準を定めて徴収でき
　る使用料、手数料などがあります。

依存財源　4,043（56.0％）
※依存財源は、国や県の基準に基づいて
　交付されたり、割り当てられる財源で、
　地方交付税、国庫支出金などがあり、町
　独自で収入額を決められません。

分担金・負担金

使用料・手数料

財産収入

繰越金

諸収入

・・・・40（0.6％）

・・・・68（0.9％）

・・・・・・・・・・22（0.3％）

・・・・・・・・・・・・30（0.4％）

・・・・・・・・・・139（1.9％）

その他　224（3.0％）
地方譲与税

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

自動車所得税交付金

地方特例交付金

交通安全対策特別交付金

・・・・・・・・・・65（0.9％）

・・・・・・・・・・1（0.0％）

・・・・・・・・・・2（0.0％）

・1（0.0％）

・・・146（2.0％）

・・・・7（0.1％）

・・・・・・・・1（0.0％）

・1（0.0％）

その他　102（1.4％）
商工費 242（3.3％）

消防費 197（2.7％）

議会費

労働費

災害復旧費

予備費

・・・・・・81（1.1％）

・・・・・・・・0（0.0％）

・・・・6（0.1％）

・・・・・・15（0.2％）

歳出予算総額
7,223百万円

総務費
2,139

（29.6％）

民生費
1,609

（22.3％）
教育費
751

（10.4％）

衛生費
713

（9.9％）

公債費
482

（6.7％）

土木費　
442

　（6.1％）

農林水産業費
546

（7.6％）

3月定例会明るい活気あふれる
町づくりを!!

平成30年度　一般会計の主な事業
♦結婚祝金（結婚された夫婦に祝金を贈る事業）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・600万円
♦誕生祝金（子どもが生まれた時に祝金を贈る事業）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・850万円
♦第２子保育料無料化事業補助金（同時入所の第２子児童分保育料の無料化）・・・・・・・・・・・・520万円
♦多良小学校屋外運動場改修事業（屋外運動場の排水対策工事）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4,212万円
♦入学・卒業祝金（小学校等入学時及び中学校卒業時に祝金を贈る事業）・・・・・・・・・・・・・・・465万円
♦学校給食費補助金（学校給食費保護者負担分の補助）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,397万6千円
♦ふるさと応援寄附金事業（ふるさと応援寄附に対する謝礼等）・・・・・・・・・・・・5億2,941万9千円
♦第５次太良町総合計画策定（総合計画策定業務委託料等２カ年継続事業）・・・696万9千円（30年度分）
♦移住定住促進事業補助金（町内への移住・定住を図るための住宅改修補助等）・・・・・・・・・300万円
♦光情報通信基盤整備事業補助金(光ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞｻｰﾋﾞｽ提供に向けた通信基盤整備補助）・・・・2億2千万円
♦太良町親元就農給付金（新規就農者に対する給付）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・432万円
♦農地基盤整備事業費補助金（畑の基盤整備及び水田の畦畔コンクリート整備補助）・・・・・3,000万円
♦製材施設整備事業費補助金（木材製材施設整備補助）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・990万8千円
♦地域公共交通網形成計画事業（コミュニティーバス購入等に係る経費）・・・・・・・・・・・ 1,907万円
♦海中鳥居トイレ施設整備事業（トイレ新設工事及び設計監理業務委託料）・・・・・・・・・・・・2,750万円
♦住宅耐震対策事業（民間木造住宅の耐震診断等補助）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・234万円
♦自然休養村管理センター耐震補強等改修事業（施設耐震補強等工事外）・・・・・・・1億8,482万5千円

平成29年度　補正後予算総額（一般会計）　70億3,897万1千円

◆インターネット広告委託料（ふるさと応援寄附金の増）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・277万円
◆公共施設整備基金（剰余金の基金積立）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9,000万円
◆ふるさと応援寄附金基金（ふるさと応援寄附金の増額分の基金積立）・・・・・・・・・・・・・・・5,000万円
◆有害鳥獣駆除対策費補助金（捕獲数の増）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・73万円
◆漁業経営構造改善事業費補助金（ノリ糸状体培養所建設に係る補助金）・・・・・・・・・・・・93万7千円

会期/3月5日～14日（10日間）

平成30年度当初予算

※太良町山林特別会計は平成29年度をもって廃止され、平成30年度から一般会計に編入されました。

主な増額補正

会　計　名 予　算　額 前年度比

総　　計 104億1,438万1千円 △3.7％

太良町一般会計
太良町山林特別会計
太良町後期高齢者医療特別会計
太良町国民健康保険特別会計
太良町漁業集落排水特別会計
太良町簡易水道特別会計
太良町水道事業会計
町立太良病院事業会計

72億2,300万円
－

1億3,900万円
14億円

5,060万円
1億1,000万円

7,280万円
14億1,898万1千円

0.6％
皆減

6.9％
△22.8％
△60.3％

△0.9％
△29.7％

6.8％
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3月定例会明るい活気あふれる
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平成30年度　一般会計の主な事業
♦結婚祝金（結婚された夫婦に祝金を贈る事業）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・600万円
♦誕生祝金（子どもが生まれた時に祝金を贈る事業）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・850万円
♦第２子保育料無料化事業補助金（同時入所の第２子児童分保育料の無料化）・・・・・・・・・・・・520万円
♦多良小学校屋外運動場改修事業（屋外運動場の排水対策工事）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4,212万円
♦入学・卒業祝金（小学校等入学時及び中学校卒業時に祝金を贈る事業）・・・・・・・・・・・・・・・465万円
♦学校給食費補助金（学校給食費保護者負担分の補助）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,397万6千円
♦ふるさと応援寄附金事業（ふるさと応援寄附に対する謝礼等）・・・・・・・・・・・・5億2,941万9千円
♦第５次太良町総合計画策定（総合計画策定業務委託料等２カ年継続事業）・・・696万9千円（30年度分）
♦移住定住促進事業補助金（町内への移住・定住を図るための住宅改修補助等）・・・・・・・・・300万円
♦光情報通信基盤整備事業補助金(光ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞｻｰﾋﾞｽ提供に向けた通信基盤整備補助）・・・・2億2千万円
♦太良町親元就農給付金（新規就農者に対する給付）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・432万円
♦農地基盤整備事業費補助金（畑の基盤整備及び水田の畦畔コンクリート整備補助）・・・・・3,000万円
♦製材施設整備事業費補助金（木材製材施設整備補助）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・990万8千円
♦地域公共交通網形成計画事業（コミュニティーバス購入等に係る経費）・・・・・・・・・・・ 1,907万円
♦海中鳥居トイレ施設整備事業（トイレ新設工事及び設計監理業務委託料）・・・・・・・・・・・・2,750万円
♦住宅耐震対策事業（民間木造住宅の耐震診断等補助）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・234万円
♦自然休養村管理センター耐震補強等改修事業（施設耐震補強等工事外）・・・・・・・1億8,482万5千円

平成29年度　補正後予算総額（一般会計）　70億3,897万1千円

◆インターネット広告委託料（ふるさと応援寄附金の増）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・277万円
◆公共施設整備基金（剰余金の基金積立）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9,000万円
◆ふるさと応援寄附金基金（ふるさと応援寄附金の増額分の基金積立）・・・・・・・・・・・・・・・5,000万円
◆有害鳥獣駆除対策費補助金（捕獲数の増）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・73万円
◆漁業経営構造改善事業費補助金（ノリ糸状体培養所建設に係る補助金）・・・・・・・・・・・・93万7千円

会期/3月5日～14日（10日間）

平成30年度当初予算

※太良町山林特別会計は平成29年度をもって廃止され、平成30年度から一般会計に編入されました。

主な増額補正

会　計　名 予　算　額 前年度比

総　　計 104億1,438万1千円 △3.7％

太良町一般会計
太良町山林特別会計
太良町後期高齢者医療特別会計
太良町国民健康保険特別会計
太良町漁業集落排水特別会計
太良町簡易水道特別会計
太良町水道事業会計
町立太良病院事業会計

72億2,300万円
－

1億3,900万円
14億円

5,060万円
1億1,000万円

7,280万円
14億1,898万1千円

0.6％
皆減

6.9％
△22.8％
△60.3％

△0.9％
△29.7％

6.8％
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議席番号 議長

議決結果議案番号 件名と主な内容（件名及び内容は一部省略しています）

3月定例会審議結果
　3月定例会は、条例議案6件、事件議案1件、補正予算8件、新年度予算7件及び諮問1件の計23件が町長
より、また、発議1件が議会より提案されました。審議結果は次のとおりです。   
　　　　　賛成＝○　反対＝×　欠席＝欠　退席＝退　※議長は採決に加わらない。
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111098765321

太良町国民健康保険税条例の一部改正
  国民健康保険の財政責任主体の県への移行に伴うもの。

太良町営山林育成基金条例の一部改正
　平成30年度からの山林特別会計の一般会計への編入
に伴うもの。

－○○○○○○○○○○可決第4号

太良町国民健康保険条例の一部改正
　国民健康保険の広域化に伴うもの。

－○○○○○○○○○○第5号 可決

太良町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁
償に関する条例の一部を改正する条例
　太良町国民健康保険条例の改正に伴い、委員の名称
を変更するもの。

－○○○○○○○○○○第6号 可決

太良町後期高齢者医療に関する条例の一部改正
　高齢者の医療の確保に関する法律の改正に伴い、条
文の整理を行うもの。

－○○○○○○○○○○第7号 可決

太良町農林漁業振興資金の融通に伴う事業の指定及び
融資額の限度
　農林漁業資金の貸付け融資限度額及び事業指定を定
めるもの。

－○○○○○○○○○○第8号 可決

可決第2号 －○○○○○○○○○○

太良町特別会計条例の一部改正
  平成30年度からの山林特別会計の一般会計への編入
に伴うもの。

－○○○○○○○○○○可決第3号

平成29年度太良町一般会計補正予算（第6号）
  ふるさと応援寄附金謝礼等2億5,337万6千円を減額補
正し、補正後の予算総額70億3,897万1千円とするもの。

－○○○○○○○○○○可決第9号

平成29年度太良町山林特別会計補正予算（第2号）
  予備費等67万1千円を増額補正し、補正後の予算総額
2,108万4千円とするもの。

－○○○○○○○○○○可決第10号

平成29年度太良町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第3号）
  はり灸負担金等150万円を減額補正し、補正後の予算
総額1億3,079万4千円とするもの。

－○○○○○○○○○○可決第11号

平成29年度太良町国民健康保険特別会計補正予算（第4号）
  保険財政共同安定化事業拠出金等1億459万2千円を減額
補正し、補正後の予算総額18億2,772万4千円とするもの。

－○○○○○○○○○○可決第12号

議案番号 件名と主な内容（件名及び内容は一部省略しています） 議長111098765321

－○○○○○○○○○○
平成29年度太良町漁業集落排水特別会計補正予算（第3号）
  道越漁港城内護岸改良工事等201万7千円を減額補正し、
補正後の予算総額１億3,001万5千円とするもの。

第13号

－○○○○○○○○○○
平成29年度町立太良病院事業会計補正予算（第1号）
  医師紹介手数料等1,014万9千円を減額補正し、補正後
の予算総額13億1,861万3千円とするもの。

第16号

可決

－○○○○○○○○○○
平成29年度太良町簡易水道特別会計補正予算（第3号）
  修繕料等51万7千円を減額補正し、補正後の予算総額1
億1,352万4千円とするもの。

第14号 可決

－○○○○○○○○○○
平成29年度太良町水道事業会計補正予算（第4号）
  配水管移設工事委託料等552万2千円を減額補正し、補
正後の予算総額1億40万円とするもの。

第15号 可決

－○○○○○○○○○○可決

可決

平成30年度太良町一般会計予算
　予算総額72億2,300万円（対前年対比0.6％増）とするもの。

第17号

－○○○○○○○○○○可決
平成30年度太良町国民健康保険特別会計予算
　予算総額14億（対前年比22.8％減）とするもの。第19号

－○○○○○○○○○○可決
平成30年度太良町後期高齢者医療特別会計予算
　予算総額１億3,900万円（対前年比6.9％増）とするもの。第18号

－○○○○○○○○○○可決
平成30年度太良町漁業集落排水特別会計予算
　予算総額5,060万円（対前年比60.3％減)とするもの。第20号

－○○○○○○○○○○可決
平成30年度太良町簡易水道特別会計予算
　予算総額1億1,000円（対前年比0.9％減）とするもの。第21号

－○○○○○○○○○○可決
平成30年度太良町水道事業会計予算
　予算総額7,280万円（対前年比29.7％減）とするもの。第22号

－○○○○○○○○○○可決
平成30年度町立太良病院事業会計予算
　予算総額14億1,898万1千円（対前年比6.8％増）とする
もの。

第23号

－○○○○○○○○○○可決
平成29年度太良町一般会計補正予算（第5号）
  創業支援費補助金等3,080万6千円を増額補正し、補正
後の予算総額72億9,234万7千円とするもの。

第1号

－○○○○○○○○○○同意
人権擁護委員候補者の推薦
　岡 絵里子さんを人権擁護委員として法務大臣に推薦
すること。

諮 問
第1号

－○○○○○○○○○○可決
太良町議会議員報酬等の特例に関する条例
　長期に欠席した議員の報酬等の減額について定める
もの。

発 議
第1号

議席
  　番号議決

  　結果

議案番号 件名と主な内容（件名及び内容は一部省略しています） 議長111098765321
議席

  　番号議決
  　結果

1月臨時会審議結果
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議案番号 件名と主な内容（件名及び内容は一部省略しています） 議長111098765321

－○○○○○○○○○○
平成29年度太良町漁業集落排水特別会計補正予算（第3号）
  道越漁港城内護岸改良工事等201万7千円を減額補正し、
補正後の予算総額１億3,001万5千円とするもの。

第13号

－○○○○○○○○○○
平成29年度町立太良病院事業会計補正予算（第1号）
  医師紹介手数料等1,014万9千円を減額補正し、補正後
の予算総額13億1,861万3千円とするもの。

第16号

可決

－○○○○○○○○○○
平成29年度太良町簡易水道特別会計補正予算（第3号）
  修繕料等51万7千円を減額補正し、補正後の予算総額1
億1,352万4千円とするもの。

第14号 可決

－○○○○○○○○○○
平成29年度太良町水道事業会計補正予算（第4号）
  配水管移設工事委託料等552万2千円を減額補正し、補
正後の予算総額1億40万円とするもの。

第15号 可決

－○○○○○○○○○○可決

可決

平成30年度太良町一般会計予算
　予算総額72億2,300万円（対前年対比0.6％増）とするもの。

第17号

－○○○○○○○○○○可決
平成30年度太良町国民健康保険特別会計予算
　予算総額14億（対前年比22.8％減）とするもの。第19号

－○○○○○○○○○○可決
平成30年度太良町後期高齢者医療特別会計予算
　予算総額１億3,900万円（対前年比6.9％増）とするもの。第18号

－○○○○○○○○○○可決
平成30年度太良町漁業集落排水特別会計予算
　予算総額5,060万円（対前年比60.3％減)とするもの。第20号

－○○○○○○○○○○可決
平成30年度太良町簡易水道特別会計予算
　予算総額1億1,000円（対前年比0.9％減）とするもの。第21号

－○○○○○○○○○○可決
平成30年度太良町水道事業会計予算
　予算総額7,280万円（対前年比29.7％減）とするもの。第22号

－○○○○○○○○○○可決
平成30年度町立太良病院事業会計予算
　予算総額14億1,898万1千円（対前年比6.8％増）とする
もの。

第23号

－○○○○○○○○○○可決
平成29年度太良町一般会計補正予算（第5号）
  創業支援費補助金等3,080万6千円を増額補正し、補正
後の予算総額72億9,234万7千円とするもの。

第1号

－○○○○○○○○○○同意
人権擁護委員候補者の推薦
　岡 絵里子さんを人権擁護委員として法務大臣に推薦
すること。

諮 問
第1号

－○○○○○○○○○○可決
太良町議会議員報酬等の特例に関する条例
　長期に欠席した議員の報酬等の減額について定める
もの。

発 議
第1号

議席
  　番号議決

  　結果

議案番号 件名と主な内容（件名及び内容は一部省略しています） 議長111098765321
議席

  　番号議決
  　結果

1月臨時会審議結果
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議 案 Q & A議 案 Q & A 補正予算補正予算

家庭用合併処理浄化槽設置整備事業補助金が 1,482 万 2 千円の減額となっている。補助
をもらっても自己負担が多いので事業が進まないのではないか。

諸収入の中の建物災害共済 392 万 3千円は何に使ったのか。　

旧給食センターの事務所は今後どのように活用するのか。

地域ふれあいサロン事業委託料の補助金の減額理由は？

広報活動を通して事業に取り組む人を増やしていきたい。

多良中の落雷被害修繕費用として使用した。

公共施設の有効活用を検討している。具体的には特別支援教室としての利用や会議室と
して利用できると考えている。利用方法は学校側と協議する。

週に 1 回の予定で予算を組んでいたが、月に 1 回の事業が主だったため。

Q

A

Q
A

Q
A

Q
A

議案調査 3月8日（木）実 施

事業概要の説明 木材製材施設建設予定地（大川内地区）

多良岳材製品加工事業への取り組み多良岳材製品加工事業への取り組み
【現状】 【目指すべき方向性】

①山林所有者の高齢化

②林業従事者の減少

③木材価格の低迷

製材施設整備
 ①原木多良岳材の製品化
 ②住宅材・家具材としての製品化 販路拡大による

組合員所得の向上

議案 Q & A議 案 Q & A 新年度予算新年度予算

30 年度にMRI を太良病院に導入する理由は。

誕生祝金の金額をもっと増やせないのか。

有害鳥獣駆除対策費補助金を増やせないか。

製材施設整備事業とはどのようなものか。

200 年の森バンガロー設置工事にトイレ工事も含まれているのか。

大浦地区の定住促進住宅建設はどうなっているのか。

光情報通信基盤整備事業の進み具合は。

太良町地域公共交通活性化協議会の進捗状況は。

多良小学校屋外運動場改修事業とは。

海中鳥居トイレ施設整備事業の内容について。

年間 300 件の MRI を外の病院へ紹介していたが、太良町の患者さんは 2 週間待ちの状
態が続いている。主に整形外科の検査を目的として、30年度にMRI を購入。

30年度より第 1子 10万円、第 2子以降 1人増えるごとに 5万円ずつ加算していく。

今年からワナの免許を取得するための補助金を出す。

太良町産木材のさらなるブランド化を目指し、木材を製材し自然乾燥を施すための事業。

場所的にトイレの設置は無理である。石碑の回りにバンガローを設置して雨天でも見学
可能な状況を作る。

大浦小学校の西側に定住促進住宅を検討中。まず道路を建設してから、住宅に着工したい。

平成 30 年 3 月中旬から工事のため町内に業者が入る。31 年 1 月からは全戸一斉にサー
ビス開始の予定。

30年度に小型バスを 2台購入予定。実際の運行は 31年になる。

多良小学校の運動場だけが排水工事が施されていないため、クレイ舗装、暗渠工、排水
溝などの工事をする。

佐賀県遺産として登録され、見学者が増えたので、男子用、女子用、障害者用のトイレ
を建設する。

年間 300 件の MRI を外の病院へ紹介していたが、太良町の患者さんは 2 週間待ちの状
態が続いている。主に整形外科の検査を目的として、30年度にMRI を購入。

30年度より第 1子 10万円、第 2子以降 1人増えるごとに 5万円ずつ加算していく。

今年からワナの免許を取得するための補助金を出す。

太良町産木材のさらなるブランド化を目指し、木材を製材し自然乾燥を施すための事業。

場所的にトイレの設置は無理である。石碑の回りにバンガローを設置して雨天でも見学
可能な状況を作る。

大浦小学校の西側に定住促進住宅を検討中。まず道路を建設してから、住宅に着工したい。

平成 30 年 3 月中旬から工事のため町内に業者が入る。31 年 1 月からは全戸一斉にサー
ビス開始の予定。

30年度に小型バスを 2台購入予定。実際の運行は 31年になる。

多良小学校の運動場だけが排水工事が施されていないため、クレイ舗装、暗渠工、排水
溝などの工事をする。

佐賀県遺産として登録され、見学者が増えたので、男子用、女子用、障害者用のトイレ
を建設する。

Q
A

Q
A

Q
A

Q
A

Q
A

Q
A

Q
A

Q
A

Q
A

Q
A
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議案 Q & A議 案 Q & A 新年度予算新年度予算

30 年度にMRI を太良病院に導入する理由は。

誕生祝金の金額をもっと増やせないのか。

有害鳥獣駆除対策費補助金を増やせないか。

製材施設整備事業とはどのようなものか。

200 年の森バンガロー設置工事にトイレ工事も含まれているのか。

大浦地区の定住促進住宅建設はどうなっているのか。

光情報通信基盤整備事業の進み具合は。

太良町地域公共交通活性化協議会の進捗状況は。

多良小学校屋外運動場改修事業とは。

海中鳥居トイレ施設整備事業の内容について。

年間 300 件の MRI を外の病院へ紹介していたが、太良町の患者さんは 2 週間待ちの状
態が続いている。主に整形外科の検査を目的として、30年度にMRI を購入。

30年度より第 1子 10万円、第 2子以降 1人増えるごとに 5万円ずつ加算していく。

今年からワナの免許を取得するための補助金を出す。

太良町産木材のさらなるブランド化を目指し、木材を製材し自然乾燥を施すための事業。

場所的にトイレの設置は無理である。石碑の回りにバンガローを設置して雨天でも見学
可能な状況を作る。

大浦小学校の西側に定住促進住宅を検討中。まず道路を建設してから、住宅に着工したい。

平成 30 年 3 月中旬から工事のため町内に業者が入る。31 年 1 月からは全戸一斉にサー
ビス開始の予定。

30年度に小型バスを 2台購入予定。実際の運行は 31年になる。

多良小学校の運動場だけが排水工事が施されていないため、クレイ舗装、暗渠工、排水
溝などの工事をする。

佐賀県遺産として登録され、見学者が増えたので、男子用、女子用、障害者用のトイレ
を建設する。

年間 300 件の MRI を外の病院へ紹介していたが、太良町の患者さんは 2 週間待ちの状
態が続いている。主に整形外科の検査を目的として、30年度にMRI を購入。

30年度より第 1子 10万円、第 2子以降 1人増えるごとに 5万円ずつ加算していく。

今年からワナの免許を取得するための補助金を出す。

太良町産木材のさらなるブランド化を目指し、木材を製材し自然乾燥を施すための事業。

場所的にトイレの設置は無理である。石碑の回りにバンガローを設置して雨天でも見学
可能な状況を作る。

大浦小学校の西側に定住促進住宅を検討中。まず道路を建設してから、住宅に着工したい。

平成 30 年 3 月中旬から工事のため町内に業者が入る。31 年 1 月からは全戸一斉にサー
ビス開始の予定。

30年度に小型バスを 2台購入予定。実際の運行は 31年になる。

多良小学校の運動場だけが排水工事が施されていないため、クレイ舗装、暗渠工、排水
溝などの工事をする。

佐賀県遺産として登録され、見学者が増えたので、男子用、女子用、障害者用のトイレ
を建設する。
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般
一

問
質

議
員
　
油
津
の
児
童
館
の
横
の

公
園
は
利
用
し
て
い
る
の
か
。

町
民
福
祉
課
長
　
自
由
に
出
入

り
で
き
る
場
所
と
し
て
維
持
管

理
し
て
い
る
。

議
員
　
健
康
の
森
公
園
を
い
く

つ
か
の
ゾ
ー
ン
に
分
け
て
公
園

機
能
を
プ
ラ
ス
す
る
事
は
可
能

か
。

農
林
水
産
課
長
　
安
全
性
の
確

保
前
提
と
し
て
必
要
に
応
じ
検

討
し
た
い
。

議
員
　
公
園
は
必
要
だ
が
新
し

く
作
る
構
想
は
な
い
。
そ
れ
な

ら
今
あ
る
施
設
に
手
を
加
え
利

用
し
や
す
い
場
所
へ
と
変
え
て

い
く
以
外
に
方
法
は
な
い
と
考

え
る
。
実
施
に
向
け
て
の
施
策

に
期
待
す
る
。

一

待
永
る
い
子 

議
員

議
員
　
新
し
い
企
業
を
誘
致
す

る
ま
で
の
流
れ
は
。

町
長
　
佐
賀
大
学
と
の
地
方
創

生
に
係
る
連
携
協
定
の
締
結
を

き
っ
か
け
と
し
て
大
学
よ
り
紹

介
い
た
だ
い
た
企
業
と
の
協
議

を
進
め
る
中
で
甘
酒
事
業
の
今

 

学
校
問
題
に
つ
い
て

議
員
　
昨
年
の
9
月
議
会
で
、

町
内
小
中
学
校
の
統
合
に
つ

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

議
論
す
る
必
要
が
あ
る
と
質

問
し
た
が
、そ
の
後
ど
の
よ
う

な
話
し
合
い
が
な
さ
れ
た
か
。

回
の
契
約
と
な
っ
た
。

議
員
　
甘
酒
市
場
が
伸
び
て
い

る
具
体
的
数
値
は
。

企
画
商
工
課
長
　
2
0
1
2
年

と
2
0
1
6
年
を
比
較
し
て
4

倍
の
市
場
に
成
長
。
消
費
者
の

年
間
平
均
購
入
額
も
2
0
1
7

年
は
前
年
比
で
1
8
7
％
の
伸

び
を
記
録
。

議
員
　
甘
酒
以
外
の
商
品
開
発

も
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長
　
太
良
町
産
の
原
料
を
使

い
、
麹
を
中
心
と
し
た
商
品
開

発
を
す
る
予
定
。

議
員
　
太
良
町
特
産
品
等
振
興

施
設
を
建
設
し
て
か
ら
新
し
い

企
業
が
事
業
を
す
る
ま
で
に
資

金
は
ど
れ
位
使
っ
た
の
か
。

企
画
商
工
課
長
　
施
設
の
整
備

の
総
事
業
費
は
2
億
7
7
1
万

9
0
0
0
円
で
、
閉
店
後
の
経

費
は
約
1
5
0
万
円
ほ
ど
で
あ

る
。

議
員
　
今
回
新
し
い
企
業
の
改

築
費
用
3
0
0
0
万
円
の
補
助

金
は
工
事
の
関
係
等
で
全
額
が

増
え
る
可
能
性
は
な
い
の
か
。

企
画
商
工
課
長
　
今
現
在
は
な

い
と
考
え
る
。

議
員
　
新
し
い
企
業
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
は
第
一
次
産
業
者
の
所

得
向
上
と
太
良
町
へ
の
税
収
入

の
2
つ
だ
と
考
え
る
が
、
米
は

最
大
ど
れ
位
の
量
を
使
用
す
る

の
か
。

企
画
商
工
課
長
　
50
t
程
度
の

数
量
に
な
る
予
定
。

議
員
　
太
良
町
全
体
の
米
の
出

荷
量
と
の
割
合
は
。

企
画
商
工
課
長
　
約
4.5
％
程
度

に
な
る
。

議
員
　
施
設
の
使
用
料
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

企
画
商
工
課
長
　
太
良
町
行
政

財
産
使
用
料
条
例
の
規
定
に
基

づ
き
算
出
す
る
。

議
員
　
太
良
町
特
産
品
等
振
興

施
設
に
関
し
て
は
多
額
の
税
金

が
投
入
さ
れ
、
一
度
は
失
敗
し

て
い
る
。
絶
対
失
敗
で
き
な
い

状
況
下
の
も
と
太
良
町
一
体
と

な
り
一
日
も
早
く
当
初
の
目
的

に
沿
っ
た
事
業
開
始
を
切
望
す

る
。

公
園
の
必
要
性
は
？

議
員
　
公
園
の
必
要
性
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長
　
広
く
て
安
全
な
公
園
は

町
民
の
交
流
と
憩
い
の
場
と
し

て
必
要
で
あ
る
。

議
員
　
新
し
い
公
園
を
作
る
構

想
は
あ
る
の
か
。

町
長
　
現
在
の
と
こ
ろ
検
討
は

な
い
。
現
在
あ
る
施
設
の
利
用

や
活
用
を
し
た
い
。

太
良
町
特
産
品
等
振
興
施
設
の
活
用
は
？

答
▼
答
▼
甘
酒
製
造
及
び
麹
を
中
心
と
し
た
事
業
を
す
る

甘
酒
製
造
及
び
麹
を
中
心
と
し
た
事
業
を
す
る

.
.

般
一

問
質

学
校
教
育
課
長
　
児
童
生
徒
の

対
応
に
つ
い
て
は
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
て
お
り
、遭
遇
し
た

場
合
、挑
発
を
し
な
い
、離
れ
る
、

大
人
に
報
告
を
基
本
的
に
指
導

し
て
い
る
。

議
員
　
農
作
物
へ
の
被
害
対
策

は
ど
う
さ
れ
る
の
か
。

町
長
　
国
庫
や
町
単
独
の
補
助

を
活
用
し
、侵
入
防
護
対
策
を

整
備
し
、施
設
の
管
理
と
指
導

を
徹
底
す
る
。

議
員
　
電
柵
な
ど
の
防
護
に
対

す
る
補
助
は
面
積
が
い
く
ら
か

ら
受
け
れ
る
の
か
。

農
林
水
産
課
長
　
10
ア
ー
ル

（
一
反
）以
上
の
農
地
で
あ
り
家

庭
菜
園
等
に
は
補
助
は
で
き
な

い
。

一

久
保

　繁
幸 

議
員

議
員
　
諫
早
湾
干
拓
事
業
、農

水
省
が
示
す
基
金
案
、オ
ス
プ

レ
イ
配
備
、こ
の
三
点
の
問
題

に
ど
う
対
処
す
る
か
。

町
長
　
諫
早
湾
干
拓
締
切
り
か

ら
21
年
に
な
り
、タ
イ
ラ
ギ
漁

の
6
期
連
続
の
休
漁
、海
苔
養

殖
の
色
落
ち
、更
に
魚
介
類
の

減
少
な
ど
漁
場
環
境
の
悪
化
が

漁
業
者
に
と
り
大
き
な
問
題
点

と
考
え
て
い
る
。有
明
海
の
実

態
を
踏
ま
え
た
再
生
の
方
向
性

を
国
は
示
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
基
金
案
の
問
題
に
つ
い
て
は

訴
訟
中
で
あ
る
為
答
え
る
状
況

で
は
な
い
。

　
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
の
影
響
に

つ
い
て
は
安
全
性
や
騒
音
な
ど

が
想
定
さ
れ
投
網
漁
で
の
コ
ハ

ダ
、芝
エ
ビ
漁
は
音
が
一
番
の

大
敵
と
さ
れ
音
に
よ
る
影
響
が

大
き
い
。調
査
を
十
分
に
行
な

う
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

議
員
　
県
知
事
は
漁
業
者
に
寄

り
添
う
こ
と
を
県
職
員
に
指
示

さ
れ
て
い
る
が
、町
長
は
ど
う

考
え
る
か
。

町
長
　
考
え
は
県
知
事
と
一
緒

で
あ
り
、一
番
被
害
を
被
っ
て

い
る
の
は
大
浦
漁
協
の
漁
船
漁

業
者
だ
と
認
識
し
て
い
る
し
、

地
元
の
実
態
を
現
に
把
握
し
て

漁
業
者
が
納
得
で
き
る
解
決
策

を
、国
が
提
案
し
て
く
れ
る
事

が
い
い
パ
タ
ー
ン
だ
と
思
っ
て

い
る
。

議
員
　
も
し
オ
ス
プ
レ
イ
が
配

備
さ
れ
た
場
合
、本
町
に
と
っ

て
の
メ
リ
ッ
ト
、デ
メ
リ
ッ
ト

は
、又
オ
ス
プ
レ
イ
の
役
割
は

何
か
。

農
林
水
産
課
長
　
こ
の
問
題
に

つ
い
て
は
国
防
に
関
す
る
部
分

な
の
で
答
え
る
立
場
に
は
な
い
。

議
員
　
オ
ス
プ
レ
イ
と
自
衛
隊

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
ど
れ
位
の
数

の
配
備
予
定
か
。

農
林
水
産
課
長
　
オ
ス
プ
レ
イ

17
基
と
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
50
基
の

予
定
と
聞
く
。

議
員
　
漁
船
漁
業
者
が
昔
の
賑

わ
い
が
戻
り
、後
継
者
が
育
ち
、

人
口
減
少
を
止
め
る
町
づ
く
り

施
策
を
期
待
す
る
。

「
イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
」

議
員
　
大
浦
地
区
で
の
イ
ノ
シ

シ
出
没
で
農
作
物
の
み
な
ら
ず

住
宅
街
や
通
学
路
で
の
目
撃
情

報
が
多
く
あ
り
、人
へ
の
被
害

が
現
実
味
を
お
び
て
い
る
が
ど

の
よ
う
な
対
策
を
す
る
の
か
。

町
長
　
捕
獲
対
策
の
充
実
を
図

り
、個
体
数
の
減
少
に
努
め
狩

猟
免
許
取
得
者
に
対
し
補
助
を

新
年
度
に
提
案
を
す
る
考
え
で

あ
る
。

議
員
　
登
下
校
時
に
遭
遇
し
た

場
合
、ど
の
よ
う
な
行
動
を
と

る
様
に
指
導
を
し
て
い
る
の
か
。

有
明
海
再
生
に
ど
う
取
組
む
!!

答
▼
答
▼
県
と
一
体
と
な
っ
て
要
望
な
ど
を
重
ね
て
い
き
た
い

県
と
一
体
と
な
っ
て
要
望
な
ど
を
重
ね
て
い
き
た
い
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般
一

問
質

学
校
教
育
課
長
　
児
童
生
徒
の

対
応
に
つ
い
て
は
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
て
お
り
、遭
遇
し
た

場
合
、挑
発
を
し
な
い
、離
れ
る
、

大
人
に
報
告
を
基
本
的
に
指
導

し
て
い
る
。

議
員
　
農
作
物
へ
の
被
害
対
策

は
ど
う
さ
れ
る
の
か
。

町
長
　
国
庫
や
町
単
独
の
補
助

を
活
用
し
、侵
入
防
護
対
策
を

整
備
し
、施
設
の
管
理
と
指
導

を
徹
底
す
る
。

議
員
　
電
柵
な
ど
の
防
護
に
対

す
る
補
助
は
面
積
が
い
く
ら
か

ら
受
け
れ
る
の
か
。

農
林
水
産
課
長
　
10
ア
ー
ル

（
一
反
）以
上
の
農
地
で
あ
り
家

庭
菜
園
等
に
は
補
助
は
で
き
な

い
。

一

久
保

　繁
幸 

議
員

議
員
　
諫
早
湾
干
拓
事
業
、農

水
省
が
示
す
基
金
案
、オ
ス
プ

レ
イ
配
備
、こ
の
三
点
の
問
題

に
ど
う
対
処
す
る
か
。

町
長
　
諫
早
湾
干
拓
締
切
り
か

ら
21
年
に
な
り
、タ
イ
ラ
ギ
漁

の
6
期
連
続
の
休
漁
、海
苔
養

殖
の
色
落
ち
、更
に
魚
介
類
の

減
少
な
ど
漁
場
環
境
の
悪
化
が

漁
業
者
に
と
り
大
き
な
問
題
点

と
考
え
て
い
る
。有
明
海
の
実

態
を
踏
ま
え
た
再
生
の
方
向
性

を
国
は
示
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
基
金
案
の
問
題
に
つ
い
て
は

訴
訟
中
で
あ
る
為
答
え
る
状
況

で
は
な
い
。

　
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
の
影
響
に

つ
い
て
は
安
全
性
や
騒
音
な
ど

が
想
定
さ
れ
投
網
漁
で
の
コ
ハ

ダ
、芝
エ
ビ
漁
は
音
が
一
番
の

大
敵
と
さ
れ
音
に
よ
る
影
響
が

大
き
い
。調
査
を
十
分
に
行
な

う
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

議
員
　
県
知
事
は
漁
業
者
に
寄

り
添
う
こ
と
を
県
職
員
に
指
示

さ
れ
て
い
る
が
、町
長
は
ど
う

考
え
る
か
。

町
長
　
考
え
は
県
知
事
と
一
緒

で
あ
り
、一
番
被
害
を
被
っ
て

い
る
の
は
大
浦
漁
協
の
漁
船
漁

業
者
だ
と
認
識
し
て
い
る
し
、

地
元
の
実
態
を
現
に
把
握
し
て

漁
業
者
が
納
得
で
き
る
解
決
策

を
、国
が
提
案
し
て
く
れ
る
事

が
い
い
パ
タ
ー
ン
だ
と
思
っ
て

い
る
。

議
員
　
も
し
オ
ス
プ
レ
イ
が
配

備
さ
れ
た
場
合
、本
町
に
と
っ

て
の
メ
リ
ッ
ト
、デ
メ
リ
ッ
ト

は
、又
オ
ス
プ
レ
イ
の
役
割
は

何
か
。

農
林
水
産
課
長
　
こ
の
問
題
に

つ
い
て
は
国
防
に
関
す
る
部
分

な
の
で
答
え
る
立
場
に
は
な
い
。

議
員
　
オ
ス
プ
レ
イ
と
自
衛
隊

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
ど
れ
位
の
数

の
配
備
予
定
か
。

農
林
水
産
課
長
　
オ
ス
プ
レ
イ

17
基
と
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
50
基
の

予
定
と
聞
く
。

議
員
　
漁
船
漁
業
者
が
昔
の
賑

わ
い
が
戻
り
、後
継
者
が
育
ち
、

人
口
減
少
を
止
め
る
町
づ
く
り

施
策
を
期
待
す
る
。

「
イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
」

議
員
　
大
浦
地
区
で
の
イ
ノ
シ

シ
出
没
で
農
作
物
の
み
な
ら
ず

住
宅
街
や
通
学
路
で
の
目
撃
情

報
が
多
く
あ
り
、人
へ
の
被
害

が
現
実
味
を
お
び
て
い
る
が
ど

の
よ
う
な
対
策
を
す
る
の
か
。

町
長
　
捕
獲
対
策
の
充
実
を
図

り
、個
体
数
の
減
少
に
努
め
狩

猟
免
許
取
得
者
に
対
し
補
助
を

新
年
度
に
提
案
を
す
る
考
え
で

あ
る
。

議
員
　
登
下
校
時
に
遭
遇
し
た

場
合
、ど
の
よ
う
な
行
動
を
と

る
様
に
指
導
を
し
て
い
る
の
か
。

有
明
海
再
生
に
ど
う
取
組
む
!!

答
▼
答
▼
県
と
一
体
と
な
っ
て
要
望
な
ど
を
重
ね
て
い
き
た
い

県
と
一
体
と
な
っ
て
要
望
な
ど
を
重
ね
て
い
き
た
い
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般
一

問
質

大
橋
記
念
図
書
館
の
利
活
用
の

推
進
は

議
員

　利
用
者
数
の
推
移
や
運

営
費
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
長

　利
用
者
数
の
推
移
は
、

平
成
24
年
度
7
7
0
2
人
、平

成
28
年
度
が
6
6
3
0
人
、図

書
購
入
費
な
ど
年
間
運
営
費
は
、

図
書
購
入
費
2
0
0
万
円
、人

件
費
4
7
0
万
円
、消
耗
品
な

ど
そ
の
他
経
費
が
4
0
0
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

議
員

　利
用
者
数
は
5
年
間
で

1
0
7
2
人
減
少
し
て
い
る
。

要
因
は
何
か
。

学
校
教
育
課
長

　人
口
減
少
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
の
普
及
に
よ
り
情
報

検
索
が
手
軽
に
な
っ
た
こ
と
が

主
な
原
因
。

議
員

　購
入
図
書
の
選
書
の
方

法
と
し
て
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
っ
た
ら
ど
う
か
。

学
校
教
育
課
長

　前
向
き
に
対

応
し
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
た

い
。

一

竹
下

　泰
信 

議
員

議
員

　ひ
き
こ
も
り
は
県
で
も

深
刻
な
社
会
問
題
と
し
て
捉
え

対
応
し
て
い
る
が
、町
内
の
実

態
把
握
と
そ
の
対
応
は
ど
う
し

て
い
る
の
か
。

町
長

　実
態
把
握
は
平
成
28
年

度
に
、社
会
福
祉
協
議
会
が
各

民
生
児
童
相
談
委
員
に
お
願
い

し〝
見
守
り
〞と
合
わ
せ
実
施
。

専
門
の
相
談
窓
口
は
な
い
が
、

福
祉
・
健
康
づ
く
り
係
で
受
け
、

精
神
保
健
福
祉
相
談
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
。

　ま
た
、佐
賀
県
ひ
き
こ
も
り

地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
関
係

機
関
と
連
携
を
取
り
、対
応
し

て
い
る
。

議
員

　相
談
の
や
り
方
や
秘
密

保
護
へ
の
対
応
は
。

健
康
増
進
課
長

　専
門
の
医
療

機
関
の
医
師
が
来
て
、秘
密
保

護
に
は
十
分
配
慮
し
て
対
応
し

て
い
る
。

議
員

　昨
年
5
月
に
佐
賀
市
と

武
雄
市
に
佐
賀
県
ひ
き
こ
も
り

地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ

れ
た
。セ
ン
タ
ー
の
具
体
的
事

業
内
容
は
ど
う
か
。

町
民
福
祉
課
長

　本
人
や
家
族

か
ら
、電
話
や
来
所
に
よ
る
相

談
に
応
じ
、相
談
内
容
に
応
じ

て
医
療
・
保
健
・
福
祉
等
適
切
な

機
関
に
繋
ぎ
適
切
な
方
法
を
検

討
す
る
、リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配

布
、事
業
の
周
知
等
情
報
発
信

を
行
う
こ
と
、こ
の
3
点
で
あ

る
。

議
員

　そ
の
他
、臨
床
心
理
士

等
専
門
家
に
よ
る
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
型
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、

そ
の
内
容
は
。

町
民
福
祉
課
長

　本
人
や
家
族

が
セ
ン
タ
ー
に
足
を
運
ぶ
こ
と

が
難
し
い
場
合
は
自
宅
へ
訪
問

し
て
支
援
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

定
年
退
職
職
員
の
再
任
用
の

状
況
は

議
員

　公
的
年
金
の
支
給
開
始

年
齢
が
段
階
的
に
65
歳
へ
引
き

上
げ
ら
れ
、無
収
入
の
期
間
が

あ
る
が
、再
任
用
の
状
況
は
ど

う
か
。

町
長

　再
任
用
の
期
間
は
、一

年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
、勤

務
実
績
が
良
好
な
場
合
は
、65

歳
ま
で
更
新
で
き
る
。雇
用
形

態
は
常
時
勤
務
と
短
時
間
勤
務

が
あ
る
。昨
年
度
退
職
者
の
う

ち
数
名
か
ら
、初
め
て
希
望
が

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

議
員

　平
成
29
年
度
の
近
隣
市

町
の
再
任
用
状
況
を
み
る
と
、

鹿
島
市
7
名
、白
石
町
6
名
、嬉

野
市
20
名
と
な
っ
て
い
る
。本

年
度
に
定
年
退
職
す
る
職
員
は
、

63
歳
の
誕
生
日
が
来
な
い
と
支

給
さ
れ
な
い
。定
年
退
職
者
は

経
験
豊
富
で
熟
練
し
た
職
員
で

あ
る
。こ
の
職
員
を
有
効
活
用

し
た
ら
ど
う
か
。

町
長

　今
後
、考
え
る
必
要
は

あ
る
が
、再
任
用
は
新
規
採
用

枠
に
影
響
す
る
こ
と
等
も
あ
り
、

今
の
時
点
で
は
遠
慮
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

ひ
き
こ
も
り
の
実
態
把
握
と
そ
の
対
応
は

答
▼
答
▼
社
会
福
祉
協
議
会
で
把
握
し
、

　
　
　
　
　
　福
祉
・
健
康
づ
く
り
係
で
対
応

社
会
福
祉
協
議
会
で
把
握
し
、

　
　
　
　
　
　福
祉
・
健
康
づ
く
り
係
で
対
応

般
一

問
質

総
務
課
長
　
町
は
把
握
し
て
い

な
い
。

議
員
　
未
登
記
の
本
質
は
、
高

額
の
分
筆
代
、
登
記
代
、
事
務

手
続
と
思
う
。
未
登
記
分
の
費

用
は
。

町
長
　
登
記
は
嘱
託
登
記
が
可

能
だ
が
、
分
筆
図
面
の
作
成
は

業
者
委
託
に
な
り
2
0
0
0
万

程
度
と
な
る
。

議
員
　
未
登
記
箇
所
の
固
定
資

産
税
の
免
除
申
請
と
用
件
は
。

税
務
課
長
　
公
益
利
用
の
資
産

は
、
地
方
税
法
で
非
課
税
措
置

で
対
応
し
て
い
る
。

総
務
課
長
　
そ
の
都
度
対
応
し

て
い
る
。

議
員
　
早
い
時
期
に
分
筆
業
務
、

相
続
登
記
、
所
有
権
移
転
登
記

等
実
施
し
な
い
と
最
悪
撤
去
も

考
え
ら
れ
る
が
。

町
長
　
区
長
さ
ん
を
通
じ
分
筆

登
記
が
可
能
か
調
査
し
て
結
果

を
踏
ま
え
て
、
今
後
対
応
を
検

討
す
る
。

一

末
次

　利
男 

議
員

議
員
　
県
畜
産
共
進
会
で
上
位

独
占
結
果
と
な
り
、
本
町
の
有

望
産
業
で
あ
る
。
現
状
と
課
題

は
。

町
長
　
飼
育
管
理
や
技
術
の
高

さ
は
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
高

値
で
推
移
し
て
い
る
が
、
課
題

 

学
校
問
題
に
つ
い
て

議
員
　
昨
年
の
9
月
議
会
で
、

町
内
小
中
学
校
の
統
合
に
つ

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

議
論
す
る
必
要
が
あ
る
と
質

問
し
た
が
、そ
の
後
ど
の
よ
う

な
話
し
合
い
が
な
さ
れ
た
か
。

は
後
継
者
不
足
と
農
家
数
の
減

少
で
あ
る
。

議
員
　
現
状
の
頭
数
と
飼
育
戸

数
は
。

農
林
水
産
課
長
　
戸
数
25
戸
、

頭
数
は
5
7
2
頭
把
握
し
て
い

る
。

議
員
　
肉
用
牛
飼
育
基
金
事
業

の
運
用
状
況
は
、
決
算
ベ
ー
ス

で
過
去
3
年
で
8
頭
導
入
さ
れ

て
い
る
。
1
1
2
頭
が
償
還
さ

れ
未
償
還
は
何
頭
分
か
。

農
林
水
産
課
長
　
7
頭
で

3
2
7
万
6
6
2
円
で
あ
る
。

議
員
　
基
金
事
業
の
目
的
は
肉

用
牛
の
飼
育
を
促
進
し
て
肉
用

資
源
の
確
保
と
肉
用
牛
飼
育
農

家
の
経
営
安
定
と
向
上
に
資
す

る
た
め
の
制
度
で
あ
る
。
振
興

制
度
が
運
用
さ
れ
ず
生
か
さ
れ

て
い
な
い
が
問
題
点
は
何
か
。

農
林
水
産
課
長
　
以
前
は
健
全

な
形
で
の
基
金
運
用
で
あ
っ
た

が
、
未
償
還
が
発
生
し
て
い
る
。

償
還
貯
金
等
勉
強
し
た
い
。

議
員
　
農
業
振
興
な
く
し
て
地

方
創
生
は
あ
り
得
な
い
。
制
度

を
有
効
に
活
用
し
て
畜
産
振
興

に
繋
げ
る
よ
う
期
待
し
た
い
が
。

町
長
　
諸
々
の
経
緯
が
あ
っ
た

が
、
今
後
は
再
度
検
討
研
究
を

重
ね
、
将
来
性
の
あ
る
農
家
や

後
継
者
の
あ
る
和
牛
農
家
に
つ

い
て
は
前
向
き
に
対
応
し
た
い
。

議
員
　
基
金
運
用
は
柔
軟
か
つ

適
正
な
運
用
を
。

町
長
　
貸
付
状
況
や
返
済
状
況
、

適
正
な
飼
育
管
理
体
制
、
保
証

人
な
ど
一
定
の
要
件
が
担
保
出

来
れ
ば
認
め
て
い
く
。

消
防
施
設
の
財
産
管
理
に
つ
い
て

議
員
　
防
火
水
槽
1
4
8
基
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。
用
地
の
分

筆
登
記
済
と
未
済
箇
所
は
。

町
長
　
1
4
8
基
の
う
ち
、
民

有
地
設
置
が
1
3
4
基
あ
り
、

69
ヶ
所
は
登
記
済
み
又
は
分
筆

不
要
と
思
わ
れ
、
残
り
65
ヶ
所

が
分
筆
未
済
と
な
っ
て
い
る
。

議
員
　
防
火
水
槽
は
、
火
災
時

の
初
期
消
火
に
欠
か
せ
な
い
公

共
的
施
設
と
思
う
が
、
町
の
財

産
管
理
上
の
位
置
づ
け
は
。

総
務
課
長
　
区
か
ら
の
要
望
で
、

町
が
補
助
し
て
設
置
さ
れ
る
公

共
施
設
と
思
う
。

議
員
　
1
4
8
基
の
う
ち
民
有

地
に
1
3
4
基
建
設
さ
れ
、
用

地
は
売
買
済
、
使
用
賃
借
権
、

使
用
賃
貸
借
権
等
把
握
し
て
い

る
か
。

肉
用
牛
飼
育
基
金
事
業
の
適
正
運
用
を

答
▼
答
▼
条
件
が
整
え
ば
研
究
し
て
前
向
き
に
対
応
し
た
い

条
件
が
整
え
ば
研
究
し
て
前
向
き
に
対
応
し
た
い
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。
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登
記
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事
務
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続
と
思
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。
未
登
記
分
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町
長
　
登
記
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嘱
託
登
記
が
可

能
だ
が
、
分
筆
図
面
の
作
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は

業
者
委
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に
な
り
2
0
0
0
万

程
度
と
な
る
。

議
員
　
未
登
記
箇
所
の
固
定
資

産
税
の
免
除
申
請
と
用
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は
。

税
務
課
長
　
公
益
利
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の
資
産

は
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地
方
税
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で
非
課
税
措
置

で
対
応
し
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い
る
。

総
務
課
長
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。

議
員
　
早
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時
期
に
分
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業
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、
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登
記
、
所
有
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移
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登
記

等
実
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と
最
悪
撤
去
も
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れ
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が
。

町
長
　
区
長
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を
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じ
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登
記
が
可
能
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調
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し
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を
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今
後
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検
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県
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、
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の
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推
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て
い
る
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内
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の
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不
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と
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の
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と
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5
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3
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基
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の
目
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は
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用
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の
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を
促
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用

資
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の
確
保
と
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用
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飼
育
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の
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と
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。
振
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が
運
用
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ず
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が
問
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点
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何
か
。
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水
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課
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以
前
は
健
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な
形
で
の
基
金
運
用
で
あ
っ
た

が
、
未
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が
発
生
し
て
い
る
。

償
還
貯
金
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勉
強
し
た
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員
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業
振
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地

方
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に
活
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し
て
畜
産
振
興

に
繋
げ
る
よ
う
期
待
し
た
い
が
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町
長
　
諸
々
の
経
緯
が
あ
っ
た

が
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今
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は
再
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討
研
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を

重
ね
、
将
来
性
の
あ
る
農
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や

後
継
者
の
あ
る
和
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農
家
に
つ

い
て
は
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向
き
に
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し
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議
員
　
基
金
運
用
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柔
軟
か
つ

適
正
な
運
用
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町
長
　
貸
付
状
況
や
返
済
状
況
、

適
正
な
飼
育
管
理
体
制
、
保
証

人
な
ど
一
定
の
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が
担
保
出

来
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ば
認
め
て
い
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管
理
に
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て

議
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防
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水
槽
1
4
8
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が

設
置
さ
れ
て
い
る
。
用
地
の
分

筆
登
記
済
と
未
済
箇
所
は
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町
長
　
1
4
8
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の
う
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、
民

有
地
設
置
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1
3
4
基
あ
り
、
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登
記
済
み
又
は
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不
要
と
思
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、
残
り
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ヶ
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が
分
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未
済
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て
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議
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防
火
水
槽
は
、
火
災
時

の
初
期
消
火
に
欠
か
せ
な
い
公

共
的
施
設
と
思
う
が
、
町
の
財

産
管
理
上
の
位
置
づ
け
は
。

総
務
課
長
　
区
か
ら
の
要
望
で
、

町
が
補
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し
て
設
置
さ
れ
る
公

共
施
設
と
思
う
。

議
員
　
1
4
8
基
の
う
ち
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有
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1
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借
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答
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整
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ば
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究
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前
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き
に
対
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た
い
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30 年 2 月 8 日
福岡県嘉麻市
議会ペーパーレス化事業

（タブレット端末活用）
・議員の利便性
・執行部や議会事務局の負担軽減

①タブレットを扱った事のな
　い人がいる
②タブレット使用に対する不安
③視察研修で学んだことの実施

 学習会を重ねる

　1 月 25 日から 26 日までの 2 日間、総務常任委員会は「子育て支援事
業について」と「心を元気にする自然とのふれあい」をテーマに福岡県八
女市と筑前町、佐賀市にある公園を視察しました。
　八女市の「やめっこ未来館」では未来を担う子ども達の健やかな育成と
健全で自立した家庭づくりなどを支援されていました。また、併設の保育
園には 120 名子ども達が元気よく遊んでいました。
　筑前町にある夜須高原記念の森公園
は次代を担う子ども達に自然の大切
さ・素晴しさを学んでもらうことを
キャッチフレーズに造られた公園で広
さは 23ha ありました。

　次に佐賀市にある干潟よか公園ですが、県内でも人気のある公
園で有明海を一望できる自然体験型公園でした。太良町にもこの
ような楽しめる公園が必要だと感じました。

日　時
場　所

テーマ

目　的

30 年 2 月 9 日
福岡県大刀洗町
議会広報誌の編集

（全国表彰を何度もうけている）
・町民の皆さんに解りやすく、伝わり
　やすい紙面づくり
・広報活動による議員の資質向上

①町民の皆さんの意見を取り入れる
②わかりやすい表現
③議会だよりを読んでもらう

①傍聴者へのアンケート
②クイズ回答ハガキに意見を書いてもらう

日　時
場　所

テーマ

目　的

☆太良町の
　　課題
☆太良町の
　　課題

☆太良町の
　　　　取り組み　

☆太良町の
　　　　取り組み　

日時　30 年 1 月 25 日 26 日
場所　福岡県八女市・筑前町・佐賀市
テーマ　「子育て支援事業について」
　　　　「心を元気にする自然とのふれあい」

伝わりやすい紙面を目指して

子供たちの未来に向かって考える
〈 総務常任委員会 〉

〈 広報編集特別委員会 〉
今議会で議員提案により太良町議会議員報酬
等の特例に関する条例を制定しました。

この条例により、長期間職務を休むと報酬額
が減らされます。（太良町の減額割合は、佐賀
県で 2番目に高くなっています）

　平成 30年 1月 24日、太良町商工会主催の産
業振興研究会のセミナーが開催され、“新しいブ
ランディング”の発想と実践、をテーマに中小企
業診断士の小松浩一氏の講演があり、本委員が出
席しました。
　講演要旨は、今はどういう時代なのか、の分析
と判断の重要性。それぞれ自らは何がしたいのか、
誰に対して・なにを提供するのか洞察し、自社・
自家らしさを発揮すること。
　具体的には、まちづくり（まちが特徴を知る）
ものづくり（脈絡とストーリー性の創造）場所づくり（お客、ユーザー、来町者に体験、経験
の場の提供）をマッチングさせることが必要である、との内容でした。
　町の活性化のひとつとして、町内産商品の質の向上と均一化、信頼性を高め付加価値を付け、
加えてデザイニングによって顧客が満足する商品の開発が大切である、ことを学びました。

　　　平成 30年 2月 16日
　　　大町町総合福祉保健センターにて

　今回は、これまで市町で行ってきた国民健
康保険事業が、平成３０年度から県と市町で
行うようになることを受け、県の担当者から
話を聞きました。
　保険料金はその市町の所得水準や医療費水
準をもとに県が試算し、それを元に各市町で
話し合って決めるということでした。ちなみ
に、太良町の場合は、これまでと同じ料金に
なります。

独自性を活用し、地域経済を活性化
ー新しいブランディングの発想ー

杵藤地区市町議員研修会 議員発議（条例制定）

〈 経済建設常任委員会 〉

90 日を超え 180日以下であるとき

180日を超え 365日以下であるとき

365日を超えるとき

100分の 30

100 分の 50

100 分の 70

議員活動ができない期間 減額割合
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〈 経済建設常任委員会 〉

90 日を超え 180日以下であるとき

180日を超え 365日以下であるとき

365日を超えるとき

100分の 30

100 分の 50

100 分の 70

議員活動ができない期間 減額割合



太良町議会だより148号　平成30年4月23日 （13）

待
永
る
い
子

竹
下

　泰
信

川
下

　武
則

江
口

　孝
二

田
川

　
　浩

委  

員  

長

副
委
員
長

委

　
　員 編

集
室
よ
り

編
集
委
員
会

　
平
成
30
年
３
月
定
例
会
が
３

月
５
日
か
ら
14
日
ま
で
、10
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

町
長
が
施
政
方
針
を
述
べ
ら

れ
、平
成
30
年
度
の
予
算
の
審

議
を
行
い
ま
し
た
。

　
３
月
１
日
に
は
県
道
多
良
岳

公
園
線
の
開
通
式
が
執
り
行
わ

れ
、こ
れ
ま
で
の
優
先
道
路
が

変
更
と
な
る
た
め
、国
道
入
口

と
小
学
校
体
育
館
前
の
２
カ
所

に
信
号
機
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
９
日
の
中
学
校
卒
業
式

で
は
82
名
の
生
徒
が
、３
月
16

日
の
小
学
校
卒
業
式
で
は
72
名

の
児
童
が
新
し
い
門
出
を
祝
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、４
月
11
日
に
は
町
内

の
小
中
学
校
で
入
学
式
が
執
り

行
わ
れ
、1
2
7
名
の
子
ど
も

た
ち
が
夢
や
希
望
を
抱
き
入
学

し
ま
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
に
対
す
る
ご
意

見
・
ご
感
想
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
ま
た
、議
会
の
傍
聴
や
議
場

の
見
学
な
ど
随
時
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

議
会
の
主
な
活
動
1
月
〜
3
月

1月

4711171922242628

2月3月

議会クイズ!!

※締め切り／ 5月18日（金）　消印有効
※当選発表はお買物券の発送（抽選）を

もって代えさせていただきます。

〒849-1698　太良町大字多良1-6
太良町議会事務局「議会クイズ係」宛

解った方は、ハガキに答えを明記し、住所・氏名
・電話番号をご記入の上、下記に応募下さい。

お買物券が当たる！
Q） 平成29年度太良町議会の傍聴者は何人だったでしょうか？
　　ヒント：「ありがとう」の英訳です。

A） ①2人　　②39人　　③350人

・ 
第
45
回
太
良
町
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会 

・ 

平
成
30
年
成
人
式

・ 
太
良
町
消
防
出
初
式

・ 
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

・ 

全
員
協
議
会（
例
会
）

・ 

全
員
協
議
会
・ 

佐
賀
県
町
村
議
会
議
長
会
議
・
政
策
研
究
委
員
会

・ 

議
会
運
営
委
員
会 

・ 

1
月
臨
時
会

・ 

経
済
建
設
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

・ 

総
務
常
任
委
員
会
行
政
視
察

・ 

第
36
回
太
良
町
内
駅
伝
大
会

・ 

平
成
29
年
度
同
和
問
題
地
区
別
研
修
講
座

・ 

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
行
政
視
察

・ 

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
2
月
定
例
会

・ 

杵
藤
地
区
町
村
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会

・ 

佐
賀
県
実
働
型
避
難
所
運
営
訓
練

・ 

経
済
建
設
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査 

・ 

平
成
29
年
度
太
良
町
青
少
年
育
成
町
民
大
会

・ 

第
71
回
佐
賀
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

・ 

鹿
島
・
藤
津
地
区
衛
生
施
設
組
合
議
会
2
月
定
例
会

・ 

杵
藤
地
区
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
2
月
定
例
会

・ 

全
員
協
議
会（
例
会
）

・ 

第
16
回
太
良
町
社
会
福
祉
大
会 

・ 

総
務
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

・ 

佐
賀
県
西
部
広
域
環
境
組
合
第
1
回
定
例
会

・ 

議
会
運
営
委
員
会

291616171921222223242628
・ 

県
道
多
良
岳
公
園
線
開
通
式 

・ 

太
良
高
校
卒
業
式

・ 

3
月
定
例
会
招
集 

・ 

畑
田
定
住
促
進
住
宅「
パ
レ
ッ
ト
た
ら
」内
覧
会

・ 

全
員
協
議
会

・ 

一
般
質
問

・ 

議
案
調
査

・ 

中
学
校
卒
業
式

・ 

議
案
審
議

・ 

小
学
校
卒
業
式

・ 

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

・ 

杵
藤
地
区
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
2
月
定
例
会

・ 

畑
田
定
住
促
進
住
宅「
パ
レ
ッ
ト
た
ら
」落
成
式

・ 

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

155789141620272929

平成30年度（1月～3月分）
議長交際費の支出状況

件数

2

2

4

支出額（円）

10,000

6,180

16,180 

種別

祝儀

会費

慶弔

贈呈

謝礼

その他

合計

25
〜

8
〜

12
〜

9
・

みなさーん
傍聴にきてくださーい。
見にきんしゃい！
聴きにきんしゃい！

みなさーん
傍聴にきてくださーい。
見にきんしゃい！
聴きにきんしゃい！


